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１．はじめに 

地域活性化の拠点として道の駅が注目[1][2]さ

れている．道の駅は，快適な道路交通環境の提

供と地域振興への寄与を目的として運営される

施設である．近年では，道の駅連絡会事務局[3]

による道の駅同士の連携強化や，未知倶楽部[4]

などの ICT を活用した情報発信にも注力されて

いる．その一方で，道の駅の増加に伴い，その

差別化や多種多様な地域の魅力の発信が不十分

である課題[5]も抱えている．そこで，本研究で

は，道の駅の運営上の課題を明らかにした上で，

自治体，生産者や消費者など道の駅の関係者ら

を支援する機能を検討する．そして，その機能

を実装するために，EC（Electronic Commerce）

サイトのアンテナショップを活用した地域活性

化支援のための方策について提案する． 

２．研究の概要 

本研究では，アンテナショップを活用した地

域活性化支援方策を提案するため，道の駅の現

状課題についてヒアリングを行い，得られた意

見に基づき支援方策を検討する． 

２．１ 道の駅関係者の課題の整理 

 本研究の実現に向けて，道の駅の現状把握の

ため，2015 年の 8 月 10 日～12 日，9 月 26 日～

28 日，12 月 2 日～3 日の期間に近畿地方と中国

地方の 26 駅へ訪問し，駅長にヒアリングを実施

した．その結果，道の駅では，「道の駅同士の

連携が疎」であることや「交通量や認知度の差

による売上の変動」，「冬季は積雪の影響によ

り売上が少ない」などの課題（表 1）が明らかに

なった．また，道の駅以外の関係者においても

「広報手段の不足」，「販促にかける時間の不

足」や「商品情報が不明瞭」などの課題が明ら

かになった． 

２．２ 課題の解決方法 

 本研究では，全国の道の駅ごとのこだわりや

商品情報を発信するアンテナショップ（図 1）を

開発する．これは，道の駅関係者を支援する機

能を実装した EC サイトのアンテナショップで，

イベント情報の確認や商品の購入が可能である．

このアンテナショップに表 1 に示す課題を解決

するための機能を随時実装し，運用しながら機

能の改善や地域ごとの魅力を伝える情報発信を

実施する．例えば，道の駅の「交通量や認知度

の差による売り上げの変動」といった課題に対

して，旅行ルート提案機能を開発する．本機能

では，目的地を設定する際に，道の駅を経由す

るルートを提案する．これにより，旅行者が移

動ルート近辺の道の駅を認知できるため，売上

促進につながる可能性を高める． 
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表 1 道の駅関係者の課題と対応機能の例 

 
課題 対応機能の例 

道

の

駅 

・道の駅同士の連携が疎 

・交通量や認知度の差に

よる売上の変動 

・冬季は積雪の影響によ

り売上が少ない 

・地域全体の活性化 

・人材不足 

道の駅情報発信機能，

オリジナル商品販売機

能，道の駅ツアー販売

機能，地域イベント開

催機能，旅行ルート提

案機能など 

自

治

体 

・広報手段の不足 

・過疎化による税収不足 

・他の地域との差別化 

地域に関する情報発信

機能，ふるさと納税の

仕組みを適用など 

生

産

者 

・価格の基準が不明瞭 

・販促にかける時間の不

足 

・高齢化による生産能力

と農業技術の衰退 

卸売市場取引価格表示

機能，販売状況通知機

能，刈り入れ時期の推

薦機能など 

消

費

者 

・商品情報が不明瞭 

・在庫不足による品切れ 

・再購入が困難 

定期購入機能，スタン

プラリー機能など 
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３．アンテナショップの評価 

 本研究の有用性を確認するため，アンテナ

ショップとその機能についての意見を駅長にヒ

アリングすることにより評価する． 

３．１ 評価方法 

 道の駅の情報と一部の機能を実装したプロト

タイプを開発し，31 駅から本アンテナショップ

への情報掲載の提案と改善意見の収集を行った．

評価項目には，アンテナショップに情報掲載の

依頼を得た数，本研究に肯定的な道の駅数と否

定的な道の駅数を用いる．なお，肯定的と否定

的の判定は 1 駅につき 3 人以上で行い，判定が

異なる場合は協議の上で決定した． 

３．２ 結果と考察 

 アンテナショップの評価を表 2 に示す．表 2

より，31 駅のうち，7 駅から情報掲載の依頼を

得た．この 7 駅については，今後，情報を拡充

し，随時公開する予定である．また，掲載依頼

を得た道の駅を除く 19 駅が関心を持たれたこと

から本研究の有用性を確認できた．これらの 19

駅についても，提案時にヒアリングした意見を

取り入れて，アンテナショップを改善していく

予定である． 

本アンテナショップに関する駅長の意見例を

表 3 に示す．本研究に肯定的な意見として，

「アンテナショップを用いて，若者が農業に興

味を持つような仕組みを一緒に考えたい」や

「定期購入機能では，季節ごとの駅長のお薦め

生鮮品をパックにして販売するのはどうか」な

どの意見を得た．また，否定的な意見としては，

「他の道の駅情報発信サイトとの違いが明確で

はない」や「特産物は生鮮品であるため，認知

度を広めることができても販路の拡大は難しい」

などの意見を得た．これらの意見を踏まえて，

多くの道の駅関係者が利用するアンテナショッ

プの実現を目指す．また，道の駅では，地域ご

とに経営体制や特産品が異なるため，「岡山県

だけのアンテナショップを作りたい」といった

特有の意見も多く聞かれた．そのため，本アン

テナショップを用いて地域活性化を目指すため

には，特定の地域に特化した機能の実装を行う

必要があると考える． 

４．おわりに 

本研究では，道の駅関係者の課題を明らかに

し，地域ごとの魅力を伝えるアンテナショップ

を活用した地域活性化支援方策を提案した．ア

ンテナショップに肯定的な道の駅が多くあった

ことから，本研究の有用性を確認できた．今後，

随時アンテナショップの改善を行い，道の駅と

協力して，地域活性化支援を目指す． 
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図 1 サイトイメージ（http://roadsideportal.jp/） 

 

表 2 アンテナショップの評価 

対象駅数 掲載依頼数 肯定的 否定的 

31駅 7駅 19駅 5駅 

 

表 3 駅長の意見例 

種類 意見例 

肯
定
的 

・アンテナショップを用いて，若者が農業に興

味を持つような仕組みを一緒に考えたい 

・岡山県だけのアンテナショップを作りたい 

・定期購入機能では，季節ごとの駅長のお薦め

生鮮品をパックにして販売するのはどうか 

・特に若者が作った特産物の認知度を広めたい 

・道の駅情報発信機能として，Facebook や

Twitterとの連携機能がほしいなど 

否
定
的 

・他の道の駅情報発信サイトとの違いが明確で

はない 

・特産物は生鮮品であるため，認知度を広める

ことができても販路の拡大は難しい 

・季節ごとに収穫量が異なり，特に冬季は少な

くなるため，供給が難しいなど 
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